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　金のユニフォームYamagata kuberaは#９・１９・２２・３３・５５、白のユニフォーム吹浦クラブは#１・８・３２・
７７・９９がスターティングメンバー。両者ハーフコートマンツーマンディフェスでスタートする。白は＃３２、
＃１、＃９９のシュート、対する金は＃１９、＃５５、＃３３のシュートで得点を重ねていく。しかし、金がフ
リースローや＃９の３連続得点などで２６－１７とし、金が９点リードして第１ピリオドが終了する。
　第２ピリオド、両チームともここまでと同様のディフェンス。金＃９の連続得点、＃３３のシュートなどで差
を開きにかかるが、白＃１がドライブやフリースローなどで食い下がる。その後、金は＃１９を中心とした
インサイドで攻撃を組み立てる。しかし、白も激しいディフェンスでインサイドからの得点を許さない。両者
の厳しいディフェンスの中、なかなか得点が決まらない。ようやく金＃９が得点するも、白＃１の速攻が決
まる。残り４分で金がタイムアウトを取る。その後、金は＃９、＃３３が得点を決め、対する白はドライブや
フリースローから得点を決め、前半４６－３３で金が１３点リードして終わる。
　第３ピリオド、両チームともここまでと同様のディフェンス。開始から白＃３２、＃１の得点で残り５分で４
点まで差を詰めたところで、金がタイムアウト。タイムアウト後、白は＃１、＃９９が得点をしていき残り１
分で白＃１５の得点で逆転をする。すかさず白＃２２の３Ｐシュートで再逆転するが、ゲームは一転二転し
ゲーム終了間際白＃１が放った３Ｐシュートが決まり、６２－６０で白が２点リードして終わる。
　第４ピリオド、両チームともここまでと同様のディフェンス。開始から４分間シーソーゲームが続くが、残り
６分、金＃３３の連続３Ｐシュート、＃５５の３Ｐシュートが決まり、金が８点リードしたところで白がたまらず
タイムアウト。白は、ディフェンスをオールコートマンツーマンディフェスに変え、オフェンスも速いテンポで
勝負を賭けるが、金＃３３の３Ｐシュートによる得点が止まらず、残り１分８４－７２の１２点差になったとこ
ろで、白タイムアウト。タイムアウト後、白＃３２のシュート、＃９９の３Ｐシュートで差を縮める。白は、逆転
に賭けファールゲームに持ち込むが、８６－８２の４点差となったところでタイムアップ。金のYamagata
kuberaが勝利した。

戦評者 佐藤　琢磨
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